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図１．作成した学習カリキュラムの－部
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この学習カリキュラムは「理論からではなく実物から」のキヤッチコピーのもとに作成さ
れたが、ここにこの学習カリキュラムが文系学生用の学習カリキュラムであるという特徴が
あると私たちは考える。すなわち私たちは本研究を通して、殊にプログラミングというある
意味において理系的な学習対､象においては、「理論からではなく、実践的に作る過程におい
て基本技術を身につけていく」という学習方法は文系学生にとって有効な手段である、とい
う見解を持つに至った。この学習方法は、本研究が開発を目指した学習方法それを端的に言
い表すものであると言える。
しかし、この学習カリキュラムにおいては、効率的で容易な学習の達成のために、高度で
応用的な技術をいったん脇において基礎となる技術を中心に学習を進めるため、より細かい
授業の場面に適した教育用アプリケーションを作る際に必要となる応用力の習得の機会がそ
の分損なわれていると考えられる。「効率的で容易な習得」と「応用力の習得」は背反する
ものであるという認識のもとに、この学習カリキュラムは双方のバランスをとってさらに書
き直される必要があると考える。
目的②の達成のために作成された教育用アプリケーションは、文字をコピーするアプリケ
ーション、穴埋め問題用アプリケーション、英単語学習用アプリケーション、立体画像表示
用アプリケーションの４つである。作成した学習カリキュラムに記載された内容を使いかな
りのヴァリエーションのアプリケーションを作ることができたことから、この学習カリキュ
ラムには教育用アプリケーションを作るために必要な、－定量のWindowsプログラミング
技術を載せることができたと、私たちはこれを評価した。
しかし、Windowsアプリケーションの基本となるボタンや文字の取り扱い等の基本技術
を使い前者三つは作ることができたが、立体画像表示用アプリケーションについてはそこに
記載された技術だけでは作ることができなかった。このアプリケーションは応用的な技術を
必要とし、私たちは実際にはＪａｖａというプログラム言語を使い完成させたが、このこと
はこの学習カリキュラムの限界を示していると考える。今回は学習カリキュラムに載せるこ
とのできなかったより発展的な技術の加筆が今後の課題であると考える。
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図２．作成した教育用アプリケーション_例（英単語学習用ソフト）
－２０－
『選扱肢-．－－－－￣｛
’１
－Ｉ
1 一貫性２．繭然'勝３．粘屑'1生
’
日通 圃
また目的②の達成のためには、本来ならばこの学習カリキュラムを使い、プログラムの予
備知識のない文系学生に実際に学習してもらい、目的①にあるようにWindowsプログラミ
ング技術を効率的に、しかも容易に習得できるかをも客観的に検証すべきであろう。しかし、
私たちは時間の関係上この検証を行なえなかった。したがって、私たちの後進がこの学習カ
リキュラムを使いWindowsプログラミング技術を学習し、これを効率的に習得できるかど
うか検証を行なうことが強く望まれる。そして、先に挙げた問題点とともに加筆修正されて
いくべきだと私たちは考えている。
さらに、私たちは研究を進めるうちにVisualＣ＋＋よりもVisualBasicの方が、現場の
教師が教育用アプリケーションを作るのに適したプログラミング言語である、との認識を持
つに至った。これはVisualＣ＋＋は高度できめ細やかな機能に対応している反面プログラ
ムの作成が煩雑になりやすく、反対にVisualBasicは基本事項の習得が容易で、小規模の
プログラムならばすぐに作成することができる、ということが分かってきたからである。よ
って今後はVisualBasicによる文系学生のためのWindowsプログラミング技術の効率的
な学習方法も検討していきたいと考えている。
4．結論
・私たちは、文系学生用の効率的Ｗｉｎｄｏｗｓプログラミング技術学習方法として、
VisualＣ＋＋によるWindowsプログラミングを学ぶことのできる学習カリキュラムを
作った。
.この学習カリキュラムは「理論からではなく実物から」学ぶカリキュラムである。
.この学習カリキュラムには厳選された基本的な学習事項が記載されており、一通りの教
育ソフトはこれによって作ることができることが実証された。
.この学習カリキュラムを使いより応用的な教育ソフトを作るためには、実践的に学ぶこ
とのできるよう工夫をした上で、さらに発展的な技術をこれに加筆していく必要がある。
．実際に私たち以外がこのカリキュラムを使い学習し、これがどの程度Windowsプログ
ラミング技術を効率的かつ容易に`学ぶことを呵能にするか検証する必要がある。
・今後はVisualBasicによる文系学生のためのWindowsプログラミング技術の効率的
な学習方法も検討していく。
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